
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湿度も高く、じめじめとした暑い日が続きますね。気温と湿度が高

い日は熱中症になる危険も高くなります。休憩時間や、体育、部活動

の前には水分をとるようにしましょう。 また、体育の後など汗をか

いている姿をみかけます。汗をそのままにしておくと、体が冷えかぜ

をひく原因にもなりますし、衛生面でもよくありません。毎日の持ち

物の中にタオルと一緒にシャツなどの下着の替えも準備しておくと

良いですね。 

なんだか心までジメジメしていませんか。絵を描いたり、 

好きな音楽を聴いたり、誰かに相談したりなど、ブルーな

気分を上手に気分転換できるといいですね。 

 

雨の日は視界が遮られてしまい、危険がたくさ

んあります！ 

● 道路では、いつもよりも周りに 

気を配ろう 

● すべりやすい足元に注意しよう  

● 自転車の傘さし運転は絶対に 

やめましょう 

● 時間に余裕をもって行動しよう 

梅雨時は、蒸し暑い日があるかと思え

ば、雨が降り続いて肌寒い日もありま 

す。服装で上手に調節しましょう。ま

た、朝に雨が降っていなくても、 雨具

の準備を忘れずに！ 

６月でも高気温で高湿度の日には、 

熱中症の危険が高まります。 

● 30 分に 1 度は休憩をして、 

こまめに水分補給をしよう  

● 通気性の高い下着や服を着用しよう 

● 体調が悪い時は、無理して運動をしない  

 

高温多湿の中では、食中毒が発生しやすく

なります。  

● 食べる前に、必ず手洗いしよう  

● 食べ物を常温で放置せず、 

冷蔵庫などで管理しよう   

● 中心部までしっかり加熱 

調理しよう 

寒暖差 食中毒 

身の回りの安全 熱中症 

野木中学校 

６月５日（月） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽い力で磨こう 

毛先をうまく使おう 
歯ブラシの角度を変えながら、 

毛先をきちんと歯に当てよう。 

歯のはえ方は、人それぞれ。 

自分の歯を一番きれいにする 

磨き方をみつけましょう。 

小刻みに動かそう 

歯ブラシをタテヨコに 

細かく動かしながら、 

１本１本、磨こう。 

力が入りすぎないように、 

歯ブラシは鉛筆を持つようにしよう。 

磨きにくい 

ところを知ろう 

磨き方のくせから、磨き残し 

やすいところをチェックしよう。 

鏡を見ながら 

磨こう 
歯のはえ方やかみ合わせを、 

チェックしながら磨こう。 

 


